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IPSとは： 重い精神障害を持つ人々に対す
る就労支援の手法

現在は、多様な対象に適用
PTSD診断を受けた者、薬物依存との合併症、高齢者、精神
症状の初発者、ホームレス、犯罪者、多様な人種・エスニック
集団、障がい者年金受給者

さらに
薬物依存症者、知的障害、一時公的扶助、慢性痛、難民、出
所者、脊髄損傷、低額診療所利用者



アメリカの精神保健の地域移行の流れの中で
多くの実践の分析を通じて開発されたもの

脱施設 → 地域内の就労支援
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IPSのバイブル



リソース

IPS Employment Center
https://ipsworks.org/

日本IPSアソシエーション Japan Individual Placement 
and Support Association: JIPSA

https://jipsa.jp/

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 社会復
帰研究部 （現 地域・司法精神医療研究部）

https://www.ncnp.go.jp/nimh/fukki/tool/01.html



IPSの特徴

・ストレングスモデルに基づく
本人中心主義である

リカバリー志向である
・8つの支援原則にまとめられている
・支援原則に沿ったフィデリティ尺度が開発され
ている

＊プログラムへの実施の忠実度の測定による実施の質の
保障

・多くの研究によって、効果が実証されている
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ストレングスモデル

1. クライエント（本人）はリカバリーし、
生活を改善し高めることができる

2. 焦点は欠陥ではなく個人のストレ
ングスである

3. 地域を資源のオアシスとしてとら
える

4. クライエントこそが支援過程の監
督者である

5. ケースマネジャーとクライエントの
関係性が根本であり本質である

6. われわれの仕事の主要な場所は
地域である
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ストレングスとは（筆者風まとめ）

本人（願望、能
力、自信）

環境（資源、社
会関係、機会）

現
在

できること 活用できること

未
来

したいこと 活用したいこと

過
去

できていたこと
活用できて

いたこと 手掛かり・足掛かりに





障がいに挑戦し、障がいによる制限の中、あるいはそれ
を超えて、健全さと意思という新しく大切な感覚を再構
築すること、つまり、自分が重要な貢献をすることのでき
る地域で暮らし、働き、愛することが必要です。

リカバリーは、障がいへの挑戦を受け入れ、それを乗り
越えるにあたって本人が経験する、生きた、ほんものの
体験です。

（ディーガン、1988）





IPSの８つの原則

▪ 働きたい人みんなに開かれている

▪ 一般雇用に焦点を当てる

▪ 迅速な職探し

▪ 目標を定めた企業開拓

▪ 本人の好みが決定を導く

▪ 個別化された長期的支援

▪ 治療との統合

▪ 扶助・給付に関するカウンセリングを含む



働きたい人みんなに開かれている
・参加するかどうかは、本人が決める
・病名、最近の入院、触法歴、職業準備性で排除されない。

一般雇用に焦点を当てる
・IPS専門家は、開かれた労働市場 に存在するパートタイム・フルタイムの仕事で、同様の立場の人
と同様の給与（少なくとも、最低賃金）をもらえる仕事を見つける
・本人を、障害を持つ人のために仕分けられている仕事には誘導せず、障害を持たない人々がつい
ている同様の仕事に誘導する。

迅速な職探し
・IPS専門家は、プログラム開始後、1か月以内に仕事を探し始める。
・雇用前のアセスメント、訓練、カウンセリングは不必要で、最小限にとどめる。
・IPS専門家は、本人に合ったペースで、本人が仕事の世界を探索するのを助ける。

目標を定めた企業開拓
・本人の興味に基づいて、IPS専門家は、雇用主の求めている求職者を見つけるために、雇用主の
ニーズについて知る目的で雇用主と関係をつくる。
・IPS専門家は関係づくりのために、同じ雇用主を何度も訪ね、雇用担当者と毎週平均6回は顔を
合わす。



本人の好みが決定を導く
・仕事探しは、本人の好み、ストレングス、就労経験に基づく。事前に集めた求人の中から選んだりし
ない。
・求職者は、仕事の種類、労働時間、就労支援のタイプについての好みを表明する。

個別化された長期的支援
・IPS専門家は、恣意的な期限を設けずに、必要とされ望まれる限り、支援を提供する。
・就労支援は、本人のニーズ及び本人の前向きな職業経験を促進するものに基づいて個別化され
る。
・IPS専門家は、さらなる教育と訓練を含み、転職やキャリアップを手助けする。

IPSは治療と統合される
・IPS専門家は、同じ対象者を支援するチーム、たとえば、ケア・コーディネータ、セラピスト、薬剤師、
住居専門家などと、週に一度は、ミーティングをする。
・チームは、本人の状況を定期的に確認するために集まり、コーディネートされた、リカバリー志向の
サービスの計画を立てる。

本人に合わせた扶助・給付に関するカウンセリング
・IPS専門家は、訓練を受けた給付専門家による、包括的・個別的な給付計画づくりを受けられるよ
うに紹介し、就職や転職について情報に基づいた決定ができるようにする。



IPS Fidelity Scale 
https://ipsworks.org/index.php/documents/ips-fidelity-scale/



Individual placement and support (IPS)
および日本版個別援助付雇用

フィデリティ関連ツール

・Individual placement and support (IPS)
フィデリティ尺度：日本語版

・Individual placement and support (IPS)
フィデリティ調査マニュアル：日本語版

・日本版個別援助付き雇用フィデリティ尺度および General 
Organiｚation Index

https://www.ncnp.go.jp/nimh/fukki/tool/01.html



ちょっと見てみましょう。

https://www.ncnp.
go.jp/nimh/fukki/
documents/JiSEF_
2017.pdf



日本でのフィデリティ研究
フィデリティ25項目にもどつく研究

（山口ほか, 2020）
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高フィデリティ・
プログラム

低フィデリティ・
プログラム

N=7 N=6

サービスの平均時間／月

アウトリーチ 10.5 1.9

個別接触 8.4 1.6

グループミーティング 7.0 17.8

アウトカム

直近12か月の雇用 68% 38%

12か月以上雇用を保持 59% 21%



IPSの効果 働けるという前提を持つことの価値



28件のランダム化比較試験

・そのうち、27件で有意差
・平均就労率 IPS群 55% 統制群 25%
・アメリカの研究が12件、アメリカ以外の12か国の研究
が16件
・17件の研究が、最低18か月の追跡期間をもつ。
・合計参加者数 6,468人
・大半の研究は、地域の精神保健機関から参加者を募集
・ほとんどの研究では、通常のサービス（時には、最善の
サービス）を受けた



静岡方式への応用

若者（そして、すべての人）の
就労支援になぜ使うか
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精神科・心療内科で治療を受けた 49.5%

学校でいじめられた 55.0%

不登校（一ヶ月以上休んだ） 35.5%

高校入学者中 中退者 12.8% (vs 2.6%）

大学入学者中 中退者 27.4% (vs 11%)

ひきこもり 35.9%

職場の人間関係でトラブルがあった 41.4%

会社を自分から辞めた 55.0%

働きたくても働けない若者たち
若者就労支援機関対象者の調査（厚生労働省, 2006）
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面接の申し込みの電話をするのが不得意 61.5%

面接で質問に答えるのが不得意 64.8%

面接に通るのが不得意 75.1%

職場で友達を作るのが不得意 64.6%

教えてもらわなくても周囲のやり方をみて仕事
を覚えるのが不得意 60.2%

忙しいときに手伝ってもらうのが不得意 58.3%

知らない人に話しかけるのが不得意 59.6%

人から好感を持ってもらうのが不得意 57.4%

働きたくても働けない若者たち
若者就労支援機関対象者の調査（厚生労働省, 2006）



IPSもNEET支援に使われるようになっている

IPS Supported Employment for Transition Age Youth 
(2020)
https://www.umassmed.edu/globalassets/transitionsrtc/pu
blications/manuals/ips-se-for-transition-age-youth_-
final-2-6-20.pdf

IPS Supported Employment Approach to Help Young 
People with Work and School: A Practitioner’s Guide 
(2017) 
https://ipsworks.org/index.php/product/the-ips-
supported-employment-approach-to-help-young-people-
with-work-and-school-a-practitioners-guide/



IPSの８つの原則 と 静岡方式

〇 働きたい人すべてに開かれている ← 自己成就的予言

〇 一般雇用に焦点を当てる

〇 迅速な職探し

〇 目標を定めた企業開拓

〇 本人の好みが決定を導く → 好きなこと、好きなもの、好きな人

〇 個別化された長期的支援

△ 治療との統合

△ 扶助・給付に関するカウンセリングを含む



どこが似ているのか
・伴走型支援
・本人中心主義

どこが違うのか
・市民が担い手
・地域の組織化を重視

静岡方式の３原則
１ 働けると信じる
２ 伴走する
３ 地域を再組織化する



静岡方式におけるIPS運用の課題

原則の徹底
フィデリティを再度作り直す必要


